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「海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
」

詠
陣
辞
評
膨
企
業
に
呼
び
か
け

「市
民
の
合
意
形
成
こ
そ
」

循
環
型
ま
ち
づ

国
内
外
に
お
け
る
水
の
再

利
用
や
水
循
環
な
ど
に
関
す

る
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「水
循
環

の
計
画
と
設
計
」
が
１６
日
、

ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪

で
約
２
７
０
名
が
出
席
し
開

催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
浅
野
孝

・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
名
誉

教
授
が

「持
続
可
能
な
水
資

源
と
し
て
の
処
理
水
再
利

用
」
に
つ
い
て
講
演
。
潅
が

い
の
経
済
的
限
界
、
飲
用
再

利
用
で
の
市
民
合
意
形
成
の

重
要
性
等
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
大
垣
員

一
郎

・
東

京
大
学
大
学
院
教
授
は

「水

循
環
を
め
ぐ
る
諸
課
題
」
と

題
し
、
脆
弱
な
水
循
環
の
高

価
値
化
に
向
け
、
合
理
的
な

計
画
や
新
考
案
促
進
の
必
要

性
な
ど
を
強
調
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
藤
木
修

・
同
総
合
研
究

所
下
水
道
研
究
部
長
が
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
日
中
宏

明

上
泉
都
大
学
大
学
院
教

授
、
船
水
尚
行

・
北
海
道
大

学
大
学
院
教
授
、
吉
村
和
就

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
Ｇ
Ｗ
Ｊ
代
表
、

小
林
保

・
大
阪
府
下
水
道
課

計
画
グ
ル
ー
プ
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
を
披
露
し
た
。

こ
の
中
で

「再
生
水
の
利

用
方
法
と
リ
ス
ク
の
検
討

を
」
「低

コ
ス
ト

・
小
型
の

コ
ン
ポ
ス
ト
型
ト
イ
レ
の
普

及
が
必
要
」
「世
界
の
水
環

境
改
善
に
貢
献
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
不
可
欠
」
「循
環

く
り
に
向
け

型
ま
ち
づ
く
リ

ヘ
活
用
を
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

な
お
、
会
場
か
ら
は
汚
泥

処
理
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
、
微
量
有
害
化
学
物
質

へ
の
対
応
な
ど
の
質
問
が
出

さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が

「日

本
製
品
は
コ
ス
ト
競
争
力
な

ど
が
課
題
」
「さ
ら
な
る
基

礎
的
研
究
が
重
要
」
な
ど
と

回
答
し
た
。

水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

の
水
道
サ
ロ
ン
が
１５
日
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

・
ジ
ャ

パ
ン
代
表
の
吉
村
和
就
氏
を

講
師
に
迎
え
て
開
催
さ
れ

た
。
水
事
業
の
海
外
事
例
に

詳
し
い
吉
村
氏
は
、
日
本
企

業
が
海
外
で
商
売
す
る
に
は

「営
業
力
を
強
化
す
る
べ
き
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
。

さ
ら
に

「日
本
は
プ
ラ
ン

ト
は
良
い
も
の
を
作
る
上
に

維
持
管
理
も
良
い
が
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
改
善
の
余
地
が

あ
る
」
と
分
析
。
ま
た
、
こ

の
ま
ま
で
は
日
本
企
業
が
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
生
き
物
の

よ
う
に
、
そ
の
地
域
で
し
か

生
き
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

う
と
警
告
し
た
。
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